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学
　
位
一
九
六
六
年
三
月
　
学
位
　
文
学
修
士
（
早
稲
田
大
学
）
第
一
二
二
号
二
〇
〇
七
年
四
月
　
学
位
　
博
士
（
文
学
）
早
稲
田
大
学
　
第
四
五
四
六
号
職
　
歴
一
九
六
二
年
四
月
　
千
葉
県
立
船
橋
高
等
学
校
教
諭
定
時
制
普
通
科
勤
務
一
九
六
四
年
四
月
〜
一
九
六
五
年
三
月
　
千
葉
県
立
船
橋
高
等
学
校
全
日
制
普
通
科
「
国
語
」
講
師
を
兼
務
一
九
六
六
年
四
月
〜
一
九
六
七
年
三
月
　
千
葉
県
立
船
橋
高
等
学
校
全
日
制
普
通
科
「
国
語
」
講
師
を
兼
務
一
九
七
〇
年
三
月
　
千
葉
県
立
船
橋
高
等
学
校
教
諭
定
時
制
普
通
科
退
職
一
九
七
〇
年
四
月
　
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科
専
任
講
師
に
就
任
一
九
七
三
年
四
月
〜
一
九
七
四
年
三
月
　
東
京
都
立
墨
田
川
高
等
学
校
全
日
制
普
通
科
「
国
語
」（
漢
文
担
当
）
非
常
勤
講
師
一
九
七
四
年
四
月
　
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科
助
教
授
に
就
任
一
九
七
六
年
四
月
〜
一
九
八
九
年
三
月
　
立
教
大
学
一
般
教
育
部
非
常
勤
講
師
一
九
七
六
年
四
月
〜
一
九
九
四
年
三
月
　
立
教
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
非
常
勤
講
師
一
九
七
八
年
四
月
　
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科
教
授
に
就
任
一
九
七
八
年
一
〇
月
　
跡
見
学
園
女
子
大
学
第
四
代
学
長
に
就
任
（
職
務
上
、
跡
見
学
園
評
議
員
・
理
事
兼
任
）
一
九
八
二
年
一
〇
月
　
跡
見
学
園
女
子
大
学
学
長
に
再
任
一
九
八
六
年
一
〇
月
　
跡
見
学
園
女
子
大
学
学
長
退
任
（
任
期
満
了
）
158
山
崎
一
穎
（
や
ま
ざ
き
か
ず
ひ
で
）
生
年
月
日
（
出
生
地
）
一
九
三
八
年
九
月
二
〇
日
（
長
野
県
中
野
市
）
学
　
歴
一
九
六
二
年
三
月
　
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
国
語
国
文
学
科
卒
業
　
一
九
六
三
年
四
月
　
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
入
学
（
日
本
文
学
専
攻
）
一
九
六
六
年
三
月
　
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
（
日
本
文
学
専
攻
）
一
九
六
七
年
四
月
　
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
入
学
（
日
本
文
学
専
攻
）
一
九
七
〇
年
三
月
　
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
（
日
本
文
学
専
攻
）
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一
九
八
六
年
一
〇
月
　
跡
見
学
園
女
子
大
学
学
長
事
務
取
扱
に
就
任
一
九
八
七
年
三
月
　
跡
見
学
園
女
子
大
学
学
長
事
務
取
扱
解
任
一
九
八
七
年
三
月
　
跡
見
学
園
女
子
大
学
学
長
に
就
任
一
九
八
七
年
八
月
　
大
学
設
置
審
議
会
に
お
け
る
教
員
組
織
審
査
に
合
格
立
教
大
学
法
学
部
国
際
・
比
較
法
学
科
（
職
名
）
非
常
勤
講
師
（
担
当
授
業
科
目
）
一
般
教
育
部
「
文
学
」、
文
学
部
日
本
文
学
科
「
日
本
文
学
演
習
」
一
九
八
九
年
七
月
　
跡
見
学
園
女
子
大
学
学
長
辞
任
（
依
願
）（
跡
見
学
園
評
議
員
・
理
事
辞
任
）
一
九
九
〇
年
四
月
〜
一
九
九
二
年
三
月
　
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
国
語
国
文
学
科
非
常
勤
講
師
一
九
九
〇
年
一
〇
月
〜
一
九
九
三
年
五
月
　
跡
見
学
園
第
一
四
期
評
議
員
に
就
任
一
九
九
〇
年
一
〇
月
〜
一
九
九
三
年
六
月
　
跡
見
学
園
第
一
四
期
理
事
に
就
任
一
九
九
〇
年
一
一
月
〜
一
九
九
一
年
一
一
月
　
跡
見
学
園
女
子
大
学
入
試
広
報
室
長
に
就
任
一
九
九
二
年
四
月
〜
一
九
九
三
年
三
月
　
国
内
留
学
〔
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
日
本
文
学
専
攻
）
の
派
遣
研
究
員
〕
一
九
九
二
年
四
月
〜
一
九
九
三
年
三
月
　
立
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
日
本
文
学
担
当
）
非
常
勤
講
師
一
九
九
三
年
五
月
〜
一
九
九
六
年
五
月
　
跡
見
学
園
第
一
五
期
評
議
員
に
就
任
一
九
九
三
年
六
月
〜
一
九
九
六
年
六
月
　
跡
見
学
園
第
一
五
期
理
事
に
就
任
一
九
九
四
年
二
月
〜
一
九
九
四
年
七
月
　
跡
見
学
園
女
子
大
学
学
長
事
務
取
扱
に
就
任
一
九
九
五
年
四
月
〜
一
九
九
六
年
三
月
　
立
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
（
日
本
文
学
担
当
）
非
常
勤
講
師
一
九
九
六
年
五
月
　
跡
見
学
園
第
一
六
期
評
議
員
に
就
任
一
九
九
六
年
六
月
　
跡
見
学
園
第
一
六
期
理
事
に
就
任
一
九
九
八
年
三
月
　
跡
見
学
園
第
一
六
期
評
議
員
・
理
事
辞
任
一
九
九
八
年
四
月
　
跡
見
学
園
女
子
大
学
第
八
代
学
長
に
就
任
（
職
務
上
、
跡
見
学
園
評
議
員
・
理
事
兼
任
）
一
九
九
九
年
七
月
〜
二
〇
〇
〇
年
三
月
　
文
部
省
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
（
大
学
設
置
分
科
会
専
門
委
員
）
二
〇
〇
〇
年
七
月
〜
二
〇
〇
一
年
一
月
　
文
部
省
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
（
大
学
設
置
分
科
会
専
門
委
員
）
二
〇
〇
一
年
七
月
〜
二
〇
〇
二
年
三
月
　
文
部
科
学
省
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
（
大
学
設
置
分
科
会
専
門
委
員
）
二
〇
〇
二
年
四
月
　
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
改
組
に
よ
り
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
人
文
学
科
教
授
に
就
任
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
学
長
に
再
任
（
職
務
上
、
跡
見
学
園
評
議
員
・
理
事
兼
任
）
二
〇
〇
二
年
六
月
　
跡
見
学
園
第
一
八
期
常
務
理
事
（
教
学
担
当
）
に
就
任
二
〇
〇
三
年
四
月
　
跡
見
学
園
女
子
大
学
短
期
大
学
部
学
長
を
兼
任
二
〇
〇
五
年
六
月
　
跡
見
学
園
第
一
九
期
常
務
理
事
（
教
学
担
当
）
に
就
任
二
〇
〇
六
年
三
月
　
跡
見
学
園
女
子
大
学
学
長
、
跡
見
学
園
短
期
大
学
部
学
長
退
任
（
任
期
満
了
）
学
長
退
任
に
伴
い
跡
見
学
園
第
一
九
期
評
議
員
、
理
事
、
常
務
理
事
（
教
学
担
当
）
辞
任
二
〇
〇
六
年
四
月
　
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
文
化
学
科
教
授
（
移
籍
）
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二
〇
〇
六
年
四
月
　
跡
見
学
園
第
一
九
期
評
議
員
、
理
事
に
就
任
（
前
任
者
の
残
任
期
間
、
任
期
　
二
〇
〇
八
年
六
月
二
三
日
）
二
〇
〇
六
年
四
月
　
跡
見
学
園
第
一
九
期
常
務
理
事
（
教
学
担
当
）
に
就
任
（
継
続
、
任
期
　
二
〇
〇
八
年
六
月
二
三
日
）
二
〇
〇
七
年
四
月
　
跡
見
学
園
中
学
校
高
等
学
校
校
長
に
就
任
（
前
任
者
の
残
任
期
間
、
任
期
　
二
〇
〇
八
年
三
月
三
一
日
）
校
長
就
任
に
伴
な
い
跡
見
学
園
第
一
九
期
評
議
員
、
理
事
に
就
任
（
任
期
　
二
〇
〇
八
年
三
月
三
一
日
）
二
〇
〇
八
年
四
月
　
跡
見
学
園
中
学
校
高
等
学
校
校
長
に
再
任
（
任
期
　
二
〇
一
二
年
三
月
三
一
日
）、
跡
見
学
園
第
一
九
期
評
議
員
、
理
事
（
職
務
上
）
に
就
任
、
さ
ら
に
常
務
理
事
（
教
学
担
当
）
に
就
任
（
継
続
、
任
期
二
〇
〇
八
年
六
月
二
三
日
）
二
〇
〇
八
年
六
月
　
跡
見
学
園
第
二
〇
期
評
議
員
、
理
事
（
職
務
上
）
に
就
任
、
さ
ら
に
常
務
理
事
（
教
学
担
当
）
に
就
任
（
任
期
　
二
〇
一
一
年
六
月
二
三
日
）
学
会
・
社
会
に
お
け
る
活
動
等
日
本
近
代
文
学
会
運
営
委
員
（
一
九
七
八
年
四
月
一
日
〜
一
九
八
〇
年
三
月
三
一
日
）
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟
会
員
（
跡
見
学
園
）
代
表
登
録
者
（
一
九
七
八
年
一
〇
月
〜
一
九
八
九
年
八
月
三
一
日
）
日
本
近
代
文
学
会
評
議
員
（
一
九
七
九
年
四
月
一
日
〜
二
〇
〇
八
年
三
月
三
一
日
）
埼
玉
県
私
立
大
学
連
絡
協
議
会
第
八
代
代
表
幹
事
（
一
九
八
二
年
四
月
一
日
〜
一
九
八
四
年
三
月
三
一
日
）
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟
学
長
会
議
運
営
委
員
（
一
九
八
三
年
四
月
八
日
〜
一
九
八
五
年
三
月
三
一
日
）
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟
国
庫
助
成
対
策
委
員
会
公
費
負
担
検
討
部
会
委
員
（
一
九
八
三
年
四
月
九
日
〜
一
九
八
五
年
三
月
三
一
日
）
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟
学
術
研
究
体
制
検
討
委
員
（
一
九
八
三
年
六
月
九
日
〜
一
九
八
五
年
三
月
三
一
日
）
社
団
法
人
埼
玉
総
合
研
究
機
構
評
議
員
（
一
九
八
五
年
一
月
一
日
〜
一
九
九
〇
年
三
月
三
一
日
）
日
本
近
代
文
学
会
編
集
委
員
（
一
九
八
五
年
四
月
一
日
〜
一
九
八
八
年
三
月
三
一
日
）
森
外
記
念
会
常
任
理
事
（
事
務
局：
東
京
都
文
京
区
立
外
記
念
本
郷
図
書
館
内
）（
一
九
八
五
年
四
月
一
日
〜
二
〇
〇
五
年
六
月
三
日
）
日
本
近
代
文
学
会
編
集
委
員
長
（
一
九
八
六
年
四
月
一
日
〜
一
九
八
八
年
三
月
三
一
日
）
日
本
近
代
文
学
会
常
任
理
事
（
編
集
担
当
）（
一
九
八
六
年
四
月
一
日
〜
一
九
八
八
年
三
月
三
一
日
）
社
団
法
人
日
本
私
学
研
修
福
祉
会
評
議
員
（
一
九
八
六
年
九
月
二
〇
日
〜
一
九
八
八
年
九
月
一
九
日
（
任
期
満
了
））
社
団
法
人
退
職
金
財
団
評
議
員
（
一
九
八
八
年
六
月
二
四
日
〜
一
九
八
九
年
一
〇
月
二
一
日
（
前
任
者
の
残
存
期
間
、
任
期
満
了
））
社
団
法
人
日
本
私
学
研
修
福
祉
会
評
議
員
（
一
九
八
八
年
九
月
二
〇
日
〜
一
九
八
九
年
八
月
三
一
日
辞
任
（
依
願
））
森
外
生
誕
一
三
〇
周
年
記
念
森
外
展
の
展
示
監
修
（
島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
教
育
委
員
会
委
嘱
）（
一
九
九
一
年
一
月
一
九
日
〜
一
九
九
二
年
三
月
三
一
日
）
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森外
記
念
館
の
展
示
工
事
監
修
並
び
に
常
設
展
示
監
修
（
島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
教
育
委
員
会
委
嘱
）（
一
九
九
四
年
一
月
一
九
日
〜
一
九
九
五
年
三
月
三
一
日
）
森
外
記
念
館
運
営
協
議
会
会
長
（
津
和
野
町
教
育
委
員
会
委
嘱
）（
一
九
九
五
年
一
〇
月
一
日
〜
）
早
稲
田
大
学
　
国
文
学
会
国
文
学
会
（
窪
田
空
穂
）
賞
選
考
委
員
（
近
・
現
代
文
学
）（
一
九
九
八
年
度
〜
一
九
九
九
年
度
）
社
団
法
人
日
本
私
立
大
学
連
盟
会
員
（
跡
見
学
園
）
代
表
登
録
者
（
一
九
九
八
年
四
月
一
日
〜
二
〇
〇
六
年
三
月
三
一
日
）
財
団
法
人
日
本
近
代
文
学
館
評
議
員
（
一
九
九
八
年
六
月
一
三
日
〜
二
〇
〇
〇
年
六
月
一
六
日
）
東
京
都
文
京
区
立
外
記
念
本
郷
図
書
館
改
築
問
題
懇
談
会
委
員
（
文
京
区
教
育
委
員
会
教
育
長
委
嘱
）（
一
九
九
八
年
六
月
二
五
日
〜
一
九
九
九
年
三
月
三
一
日
）
東
京
都
文
京
区
立
外
記
念
本
郷
図
書
館
改
築
基
本
構
想
策
定
委
員
（
文
京
区
教
育
委
員
会
教
育
長
委
嘱
）（
一
九
九
九
年
八
月
二
五
日
〜
二
〇
〇
一
年
三
月
三
一
日
）
日
本
近
代
文
学
会
常
任
理
事
（
総
務
担
当
）（
二
〇
〇
〇
年
四
月
一
日
〜
二
〇
〇
二
年
三
月
三
一
日
）
財
団
法
人
日
本
近
代
文
学
館
理
事
（
二
〇
〇
〇
年
六
月
一
七
日
〜
二
〇
〇
一
年
六
月
一
日
）
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
理
事
（
二
〇
〇
一
年
七
月
一
日
〜
二
〇
〇
九
年
六
月
三
〇
日
）
東
京
都
文
京
区
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
会
長
（
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
一
日
〜
二
〇
〇
五
年
九
月
三
〇
日
）
財
団
法
人
日
本
近
代
文
学
館
常
務
理
事
（
二
〇
〇
一
年
六
月
二
日
〜
）
森
外
生
誕
一
四
〇
周
年
記
念
事
業
・
森
外
展
（
第
一
期
か
ら
第
三
期
）
展
示
監
修
（
島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
教
育
委
員
会
委
嘱
）（
二
〇
〇
二
年
三
月
二
一
日
〜
二
〇
〇
三
年
一
月
一
九
日
）
「
文
の
京
文
芸
賞
」
実
行
委
員
会
委
員
長
（
東
京
都
文
京
区
主
催
）（
二
〇
〇
二
年
四
月
一
八
日
〜
二
〇
〇
三
年
三
月
一
五
日
）
埼
玉
県
私
立
大
学
連
絡
協
議
会
理
事
（
大
学
代
表
）（
二
〇
〇
二
年
四
月
一
日
〜
二
〇
〇
六
年
三
月
三
一
日
）
財
団
法
人
小
倉
百
人
一
首
文
化
財
団
理
事
（
事
務
局：
京
都
市
）（
二
〇
〇
三
年
一
一
月
一
七
日
〜
二
〇
〇
九
年
三
月
三
一
日
）
全
国
文
学
館
協
議
会
幹
事
長
（
事
務
局：
財
団
法
人
日
本
近
代
文
学
館
内
）
（
二
〇
〇
三
年
六
月
一
九
日
〜
）
第
二
回
「
文
の
京
文
芸
賞
」
実
行
委
員
会
委
員
長
（
東
京
都
文
京
区
主
催
）
（
二
〇
〇
四
年
六
月
一
七
日
〜
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
二
日
）
森
外
記
念
会
会
長
（
事
務
局：
東
京
都
文
京
区
立
本
郷
図
書
館
外
記
念
室
内
）（
二
〇
〇
五
年
六
月
四
日
〜
）
鎌
倉
市
生
涯
学
習
施
設
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
（
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
委
嘱
）
委
員
長
（
二
〇
〇
五
年
九
月
二
六
日
〜
二
〇
〇
五
年
一
二
月
一
九
日
）
第
三
回
「
文
の
京
文
芸
賞
」
実
行
委
員
会
委
員
長
（
東
京
都
文
京
区
主
催
）
（
二
〇
〇
六
年
四
月
一
一
日
〜
二
〇
〇
八
年
三
月
一
〇
日
）
文
学
館
の
あ
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
座
長
（
荒
川
区
社
会
教
育
課
）（
二
〇
〇
六
年
一
一
月
二
八
日
〜
二
〇
〇
七
年
三
月
一
日
）
文
京
ア
カ
デ
ミ
ー
推
進
協
議
会
会
長
（
東
京
都
文
京
区
）（
二
〇
〇
七
年
一
月
三
一
日
〜
二
〇
〇
九
年
一
月
三
〇
日
）
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吉
村
昭
記
念
文
学
館
基
本
構
想
委
員
会
委
員
長
（
荒
川
区
教
育
長
委
嘱
）
（
二
〇
〇
七
年
八
月
二
七
日
〜
二
〇
〇
八
年
三
月
二
五
日
）
日
本
近
代
文
学
会
監
事
（
二
〇
〇
八
年
四
月
一
日
〜
二
〇
一
〇
年
三
月
三
一
日
）
第
四
回
「
文
の
京
文
芸
賞
」
実
行
委
員
会
委
員
長
（
東
京
都
文
京
区
主
催
）
（
二
〇
〇
八
年
四
月
二
八
日
〜
二
〇
一
〇
年
三
月
）
吉
村
昭
記
念
文
学
館
推
進
委
員
会
（
荒
川
区
教
育
長
委
嘱
）
委
員
長
（
二
〇
〇
八
年
一
一
月
五
日
〜
二
〇
〇
九
年
三
月
三
一
日
）
津
和
野
町
歴
史
文
化
基
本
構
想
策
定
委
員
会
（
教
育
長
委
嘱
）
委
員
（
二
〇
〇
八
年
一
一
月
二
一
日
〜
二
〇
一
一
年
三
月
三
一
日
）
「（
仮
称
）
森
外
記
念
館
」（
文
京
区
）
建
築
基
本
及
び
実
施
設
計
委
託
業
者
選
定
委
員
会
（
文
京
区
教
育
長
委
嘱
）
委
員
（
二
〇
〇
九
年
一
月
二
九
日
〜
三
月
三
〇
日
）
教
育
方
法
の
実
践
例
プ
ロ
ゼ
ミ
―
そ
の
現
状
と
課
題
　
二
〇
〇
二
年
九
月
一
八
日
プ
ロ
ゼ
ミ
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
発
表
。
の
ち
加
筆
し
て
「
跡
見
学
園
女
子
大
学
Ｆ
Ｄ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」〈
授
業
改
善
と
教
育
力
向
上
を
目
指
す
実
践
報
告
書
〉
第
二
号
に
掲
載
。
九
〜
一
二
頁
、
二
〇
〇
三
年
三
月
三
一
日
Ｆ
Ｄ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
総
合
科
目
の
検
討
―
ど
う
総
合
さ
せ
る
か
―
　
の
ち
「
跡
見
学
園
女
子
大
学
Ｆ
Ｄ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」〈
授
業
改
善
と
教
育
力
向
上
を
め
ざ
す
実
践
報
告
集
〉
第
六
号
（
二
〇
〇
七
年
三
月
三
一
日
）
に
掲
載
。
五
〜
六
頁
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
二
九
日
実
施
作
成
し
た
教
科
書
・
教
材
浅
井
清
／
佐
藤
勝
編
『
日
本
現
代
小
説
大
事
典
』
二
〇
〇
四
年
七
月
一
〇
日
、
明
治
書
院
、
全
一
六
一
三
頁
　
五
人
の
作
家
の
経
歴
と
九
作
品
の
解
説
を
執
筆
そ
の
他
教
育
業
績
（
著
書
・
学
術
論
文
は
除
く
）
◎
日
本
近
代
文
学
館
主
催
〈
文
学
者
を
肉
筆
で
読
む
〉「
舞
姫
」
自
筆
稿
を
読
む
、
二
〇
〇
二
年
四
月
二
〇
日
◎
国
立
市
公
民
館
主
催
　
文
学
講
座
―
混
沌
の
中
か
ら
、
二
〇
〇
二
年
五
月
九
日
　
田
中
小
実
昌
「
岩
塩
の
袋
」
を
読
む
◎
森
外
記
念
館
主
催
　
人
は
死
に
臨
ん
で
―
乃
木
希
典
、
原
敬
、
森
林
太
郎
の
遺
言
を
め
ぐ
っ
て
、
二
〇
〇
二
年
七
月
七
日
◎
島
根
県
立
津
和
野
高
校
主
催
　
森
外
の
西
欧
体
験
、
二
〇
〇
二
年
七
月
八
日
◎
森
外
記
念
館
主
催
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
森
外
の
青
春
、
二
〇
〇
二
年
八
月
四
日
◎
日
本
近
代
文
学
館
主
催
　
二
〇
〇
二
年
度
文
学
館
演
習
―
資
料
の
活
用
〈
肉
筆
資
料
〉「
伊
澤
蘭
軒
」
の
補
訂
稿
の
検
討
、
二
〇
〇
二
年
八
月
二
八
日
◎
文
京
区
立
外
記
念
本
郷
図
書
館
主
催
第
二
八
六
回
文
学
講
演
会
　
外
の
顔
―
肖
像
写
真
を
た
ど
る
―
、
二
〇
〇
三
年
二
月
二
二
日
◎
文
京
区
立
外
記
念
本
郷
図
書
館
主
催
第
二
八
七
回
文
学
講
演
会
　
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
時
代
の
外
、
二
〇
〇
三
年
三
月
一
五
日
◎
国
立
市
公
民
館
主
催
　
文
学
講
座
―
生
の
根
源
へ
、
二
〇
〇
三
年
五
月
八
日
　
高
井
有
一
「
掌
の
記
憶
」、
一
二
月
一
一
日
　
赤
坂
真
理
「
蝶
の
皮
膚
の
下
」
を
読
む
◎
森
外
記
念
館
主
催
〈
外
忌
講
演
会
〉
外
の
遺
言
と
津
和
野
　
於
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森外
記
念
館
、
二
〇
〇
三
年
七
月
六
日
（
日
）
◎
日
本
近
代
文
学
館
主
催
　
二
〇
〇
三
年
度
文
学
館
演
習
―
資
料
の
活
用
〈
肉
筆
資
料
〉、
二
〇
〇
三
年
八
月
二
七
日
◎
国
立
市
公
民
館
主
催
〈
現
代
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉
今
、
文
学
に
求
め
る
こ
と
―
文
学
の
有
効
性
を
め
ぐ
っ
て
―
於
国
立
市
公
民
館
、
二
〇
〇
三
年
八
月
三
一
日
（
日
）
◎
学
会
の
依
頼
講
演
「
国
文
学
　
言
語
と
文
芸
の
会
」
秋
の
大
会
（
記
念
講
演
）
帝
室
博
物
館
総
長
時
代
の
外
　
森
林
太
郎
　
於
実
践
女
子
学
園
高
等
学
校
大
会
議
室
、
二
〇
〇
三
年
九
月
一
五
日
（
日
）
◎
「
読
売
新
聞
」
都
内
版
〈
ぜ
み
な
ー
る
〉
江
戸
東
京
学
　
紀
尾
井
坂
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
四
日
（
土
）
◎
跡
見
学
園
女
子
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―d
ream
@
m
e
、
夢
は
こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
―
　
テ
ー
マ
「
働
く
女
性
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
」
於
跡
見
講
堂
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
一
五
日
◎
「
読
売
新
聞
」
都
内
版
〈
ぜ
み
な
ー
る
〉
江
戸
東
京
学
　
泉
岳
寺
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
二
二
日
（
土
）
◎
「
読
売
新
聞
」
都
内
版
〈
ぜ
み
な
ー
る
〉
江
戸
東
京
学
　
東
京
駅
丸
の
内
、
二
〇
〇
四
年
一
月
二
四
日
（
土
）
◎
「
読
売
新
聞
」
都
内
版
〈
ぜ
み
な
ー
る
〉
江
戸
東
京
学
　
上
野
（
戦
争
）、
二
〇
〇
四
年
三
月
一
三
日
（
土
）
◎
森
外
記
念
館
主
催
〈
外
忌
講
演
〉
津
和
野
に
お
け
る
森
家
の
転
居
考
―
絵
図
に
見
る
森
家
の
変
遷
―
、
二
〇
〇
四
年
七
月
一
一
日
◎
〈
第
二
回
「
文
の
京
文
芸
賞
」
記
念
文
学
座
談
会
〉、
二
〇
〇
四
年
九
月
二
五
日
◎
国
立
市
公
民
館
主
催
　
文
学
講
座
―
危
機
と
し
て
の
日
常
、
二
〇
〇
四
年
五
月
一
三
日
　
村
上
龍
「
共
生
虫
」、
一
二
月
九
日
　
又
吉
栄
喜
「
豚
の
報
い
」
を
読
む
◎
「
読
売
新
聞
」
都
内
版
〈
ぜ
み
な
ー
る
〉
江
戸
東
京
学
　
芝
　
田
町
　
お
台
場
　
板
橋
、
二
〇
〇
四
年
五
月
一
八
日
（
火
）
二
〇
〇
四
年
七
月
六
日
（
火
）
二
〇
〇
四
年
九
月
二
八
日
（
火
）
二
〇
〇
四
年
一
一
月
二
三
日
（
火
）
◎
跡
見
学
園
女
子
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
テ
ー
マ
「
人
生
を
も
っ
と
楽
し
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
！
」
於
有
楽
町
マ
リ
オ
ン
朝
日
ホ
ー
ル
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
六
日
◎
国
立
市
公
民
館
主
催
　
文
学
講
座
―
記
憶
の
底
か
ら
、
二
〇
〇
五
年
五
月
一
二
日
　
坂
口
安
吾
「
白
痴
」、
一
二
月
八
日
　
桐
野
夏
生
「
玉
蘭
」
を
読
む
◎
講
演
　
文
京
区
立
外
記
念
本
郷
図
書
館
主
催
第
二
九
七
回
文
学
講
演
会
森
外
『
本
家
分
家
』
の
背
景
、
二
〇
〇
五
年
六
月
四
日
◎
講
演
　
北
九
州
森
外
記
念
会
主
催
〈
森
外
を
し
の
ぶ
会
〉
講
演
『
本
家
分
家
』
の
謎
を
解
く
、
二
〇
〇
五
年
六
月
九
日
◎
講
演
　
森
外
記
念
館
主
催
〈
外
忌
講
演
会
〉『
本
家
分
家
』
の
新
事
実
、
二
〇
〇
五
年
七
月
一
〇
日
◎
講
演
〈
東
京
都
文
京
区
平
成
一
七
年
度
学
長
講
演
会
〉
歴
史
の
闇
に
葬
ら
れ
た
人
々
へ
の
雪
冤
哀
史
―
長
谷
川
伸
『
相
楽
総
三
と
そ
の
同
志
』、
綱
渕
謙
錠
『
冤
（
え
ん
）』
を
読
む
、
二
〇
〇
六
年
一
月
五
日
◎
講
演
　
森
外
記
念
館
主
催
〈
外
生
誕
記
念
講
演
〉
外
と
素
軒
―
郷
土
出
身
の
日
本
画
家
と
の
交
流
―
、
二
〇
〇
六
年
一
月
一
五
日
◎
講
演
〈
日
本
腹
部
救
急
医
学
会
総
会
特
別
講
演
〉
森
外
西
欧
体
験
者
の
憂
鬱
、
二
〇
〇
六
年
三
月
九
日
）
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◎
国
立
市
公
民
館
主
催
　
文
学
講
座
　
テ
ー
マ：
戦
後
文
学
を
読
む
（
一
）、
二
〇
〇
六
年
五
月
一
一
日
　
武
田
泰
淳
「
ひ
か
り
ご
け
」、
一
二
月
一
四
日
　
田
宮
虎
彦
「
落
城
」
を
読
む
◎
大
学
主
催
公
開
講
座
　
テ
ー
マ：
女
性
を
描
く
／
女
性
が
描
く
―
文
学
・
挿
絵
・
マ
ン
ガ
の
女
性
表
現
を
読
む
、
二
〇
〇
六
年
六
月
二
四
日
森
家
の
家
庭
―
外
の
「
半
日
」
と
妻
志
げ
の
「
波
瀾
」
を
め
ぐ
っ
て
―
◎
講
演
　
森
外
記
念
館
主
催
（
外
忌
講
演
会
）
演
題：
森
家
の
墓
所
の
変
遷
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
六
年
七
月
二
一
日
◎
文
学
座
談
会
　
第
三
回
「
文
の
京
文
芸
賞
」
記
念
文
学
座
談
会
、
二
〇
〇
六
年
九
月
三
〇
日
◎
講
演
　
森
外
記
念
館
主
催
（
外
生
誕
記
念
講
演
）
演
題：
外
と
漱
石
の
交
流
、
二
〇
〇
七
年
一
月
一
四
日
◎
講
演
　
荒
川
区
議
会
観
光
・
文
化
推
進
調
査
特
別
委
員
会
主
催
　
理
想
的
文
学
館
と
は
、
二
〇
〇
七
年
六
月
一
一
日
◎
国
立
市
公
民
館
主
催
　
文
学
講
座
　
テ
ー
マ：
戦
後
文
学
を
読
む
（
二
）、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
三
日
　
林
京
子
「
時
間
を
か
け
た
人
間
の
経
験
」
を
読
む
◎
講
演
　
北
九
州
市
立
文
学
館
主
催
（「
森
外
展
を
り
を
り
の
微
笑
」
開
館
記
念
講
演
）
演
題：
外
に
於
け
る
小
倉
、
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
五
日
◎
跡
見
学
園
女
子
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
テ
ー
マ
「
働
く
私
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
」、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
一
七
日
　
於
跡
見
講
堂
◎
講
演
　
森
外
記
念
館
主
催
（
森
外
生
誕
記
念
講
演
）
演
題：
印
譜
に
表
れ
た
外
の
心
、
二
〇
〇
八
年
一
月
一
九
日
◎
足
立
区
教
育
委
員
会
・
足
立
史
談
会
主
催
　
平
成
二
〇
年
度（
二
〇
〇
八
）
春
季
区
民
教
養
講
座
講
演
　
演
題：
外
の
生
き
方
、
二
〇
〇
八
年
四
月
二
〇
日
、
於
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
勤
労
福
祉
会
館
◎
日
本
近
代
文
学
館
主
催
　
二
〇
〇
八
年
度
講
座
「
文
学
者
を
肉
筆
で
読
む
―
文
学
者
の
手
紙
」
―
外
の
気
配
り
　
佐
佐
木
信
綱
宛
書
簡
、
二
〇
〇
八
年
九
月
二
〇
日
◎
国
立
市
公
民
館
主
催
　
文
学
講
座
　
テ
ー
マ：
戦
後
文
学
を
読
む
（
三
）、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
一
日
　
林
芙
美
子
「
晩
菊
」
を
読
む
◎
森
外
記
念
館
主
催
（
外
生
誕
記
念
講
演
）
松
本
清
張
『
或
る
「
小
倉
日
記
」
伝
』
を
読
む
、
二
〇
〇
九
年
一
月
一
七
日
、
於
森
外
記
念
館
著
書
『
森
外
・
歴
史
小
説
研
究
』（
単
著
）
全
二
四
二
頁
、
一
九
八
一
年
一
〇
月
一
〇
日
、
桜
楓
社
『
森
外
・
史
伝
小
説
研
究
』（
単
著
）
全
三
一
〇
頁
、
一
九
八
二
年
五
月
二
〇
日
、
桜
楓
社
『S
p
irit
森
外
』〈
作
家
と
作
品
〉（
単
著
）
全
一
九
六
頁
、
一
九
八
五
年
六
月
一
日
、
有
精
堂
『
二
生
を
行
く
人
　
森
外
』（
単
著
）
全
三
三
四
頁
、
一
九
九
一
年
一
一
月
二
五
日
、
新
典
社
『
外
を
め
ぐ
る
百
枚
の
葉
書
』（
共
編
著：
監
修
者
　
長
谷
川
泉
、
編
集
委
員
長
　
山
崎
一
穎
、
掲
載
頁
一
〇
〇
枚
中
三
〇
枚
「
解
題
」
執
筆
）
全
一
一
二
頁
、
一
九
九
二
年
七
月
九
日
、
東
京
都
文
京
区
教
育
委
員
会
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Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ミ
ナ
ー
・
明
治
文
学
を
読
む
―
『
森
外
　
そ
の
文
学
の
時
空
間
』（
単
著
）
全
二
六
八
頁
、
一
九
九
七
年
四
月
一
日
、
日
本
放
送
出
版
協
会
『
森
外
　
明
治
知
識
人
の
歩
ん
だ
道
』（
共
編
著
・
監
修
）
全
一
四
五
頁
・
二
冊
一
箱
、
一
九
九
九
年
三
月
、
森
外
記
念
館
（
津
和
野
）
『
森
外
　
明
治
知
識
人
の
歩
ん
だ
道
（
注
記
）』（
単
著
）
全
一
二
〇
頁
・
資
料
解
題
、
一
九
九
九
年
三
月
三
一
日
、
森
外
記
念
館
（
津
和
野
）
『
森
外
　
明
治
人
の
生
き
方
（
筑
摩
新
書
二
三
七
）』（
単
著
）
全
二
三
七
頁
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
二
〇
日
、
筑
摩
書
房
『
森
外
・
歴
史
文
学
研
究
』（
単
著
）
全
三
七
九
頁
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
、
お
う
ふ
う
『
外
自
筆
帝
室
博
物
館
蔵
書
解
題
』（
共
編
著：
監
修
者
　
竹
盛
天
雄
、
山
崎
一
穎
、
高
橋
裕
次
　
監
修
者
と
し
て
「
解
説
」
執
筆
）
全
八
巻
別
巻
一
、
二
〇
〇
三
年
二
月
二
五
日
、
ゆ
ま
に
書
房
『
外
十
話
』（
単
著
）
全
二
〇
八
頁
〈
豆
本
〉、
二
〇
〇
五
年
六
月
七
日
、
鳥
影
社
『
森
外
論
攷
』（
単
著
）
全
七
一
九
頁
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
〇
日
、
お
う
ふ
う
学
術
論
文
「
山
口
虎
太
郎
（
秀
高
）
―
外
ゆ
か
り
の
人
々
（
そ
の
一
）」『
評
言
と
構
想
　
第
一
三
輯
』
六
六
―
八
〇
頁
、
一
九
七
八
年
六
月
三
〇
日
、
評
言
と
構
想
の
会
「
長
井
金
風
―
外
ゆ
か
り
の
人
々
（
そ
の
二
）」『
評
言
と
構
想
　
第
一
四
輯
』
五
五
―
八
四
頁
、
一
九
七
八
年
九
月
三
〇
日
、
評
言
と
構
想
の
会
「
大
衆
文
学
成
立
史
に
関
す
る
一
考
察
―
〈
書
き
講
談
〉
の
誕
生
を
め
ぐ
っ
て
」『
跡
見
学
園
女
子
大
学
紀
要
　
第
一
二
号
』
一
―
一
二
頁
、
一
九
七
九
年
三
月
一
五
日
「
鈴
木
春
浦
―
外
ゆ
か
り
の
人
々
（
そ
の
三
）」『
評
言
と
構
想
　
第
一
五
輯
』
二
六
―
三
三
頁
、
一
九
七
九
年
三
月
三
一
日
、
評
言
と
構
想
の
会
「
玉
水
俊
―
外
ゆ
か
り
の
人
々
（
そ
の
四
）」『
評
言
と
構
想
　
第
一
六
輯
』
五
―
二
八
頁
、
一
九
七
九
年
六
月
三
〇
日
、
評
言
と
構
想
の
会
「
宮
芳
平
―
外
ゆ
か
り
の
人
々
（
そ
の
五
）」『
評
言
と
構
想
　
第
一
七
輯
』
五
―
六
八
頁
、
一
九
七
九
年
一
一
月
三
〇
日
、
評
言
と
構
想
の
会
「
本
間
俊
平
―
外
ゆ
か
り
の
人
々
（
そ
の
六
）」『
評
言
と
構
想
　
第
一
九
輯
』
一
七
―
四
六
頁
、
一
九
八
〇
年
一
〇
月
三
〇
日
、
評
言
と
構
想
の
会
「
平
出
修
―
外
ゆ
か
り
の
人
々
（
そ
の
七
）」『
評
言
と
構
想
　
第
二
二
輯
』
五
―
六
八
頁
、
一
九
八
二
年
一
月
三
一
日
、
評
言
と
構
想
の
会
「
変
質
す
る
純
文
学
―
歴
史
の
ロ
マ
ン
」（
分
担
）『
講
座
昭
和
文
学
史
　
第
四
巻
―
日
常
と
非
日
常
〈
昭
和
三
、
四
十
年
代
〉』
一
〇
七
―
一
一
九
頁
、
一
九
八
九
年
一
月
一
五
日
、
有
精
堂
「
初
期
の
外
」（
分
担
）『
時
代
別
　
日
本
文
学
史
事
典
〈
近
代
編
〉』
一
〇
四
―
一
一
九
頁
、
一
九
九
四
年
六
月
一
五
日
、
有
精
堂
「
メ
デ
ィ
ア
の
捉
え
た
跡
見
花
蹊
」『
跡
見
学
園
女
子
大
学
花
蹊
記
念
資
料
館
に
い
く
ら
No.
１
』
五
―
二
〇
頁
、
一
九
九
六
年
三
月
二
〇
日
「
井
上
靖
―
そ
の
歴
史
小
説
考
」（
分
担
）『
井
上
靖
　
詩
と
物
語
の
饗
宴
』
二
三
六
―
二
四
六
頁
、
一
九
九
六
年
一
二
月
一
〇
日
、
至
文
堂
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「
青
春
の
旅
　
森
外
の
ド
イ
ツ
留
学
」『in
g
elh
eim
er
N
o.60
』
一
―
一
一
頁
、
二
〇
〇
二
年
七
月
三
〇
日
、
創
房
関
宮
社
「
森
外
『
舞
姫
』
解
説
」『
舞
姫
』（
ち
く
ま
文
庫
）
六
七
―
一
一
三
頁
、
二
〇
〇
六
年
三
月
一
〇
日
、
筑
摩
書
房
学
会
発
表
等
森
外
の
歴
史
小
説
『
魚
玄
機
』
の
原
資
料
に
つ
い
て
、
一
九
六
一
年
一
〇
月
二
九
日
、
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
　
秋
季
大
会
漢
文
教
育
に
お
け
る
二
、
三
の
問
題
点
―
漢
文
入
門
篇
・
漢
詩
に
つ
い
て
な
ど
―
、
一
九
六
四
年
九
月
、
早
稲
田
大
学
国
語
教
育
学
会
　
第
八
回
例
会
外
『
津
下
四
郎
左
衛
門
』
論
、
一
九
六
四
年
一
〇
月
二
三
日
、
日
本
近
代
文
学
会
　
秋
季
大
会
　
於
東
京
大
学
『
灰
燼
』（
森
外
）
試
論
、
一
九
六
九
年
二
月
二
二
日
、
日
本
近
代
文
学
会
二
月
例
会
　
於
昭
和
女
子
大
学
外
・
史
伝
小
説
序
説
、
一
九
七
二
年
一
一
月
一
二
日
、
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
　
秋
季
大
会
森
外
の
独
逸
留
学
体
験
と
『
舞
姫
』、
一
九
九
〇
年
一
一
月
一
〇
日
、
早
稲
田
大
学
国
語
教
育
学
会
　
第
一
六
五
回
例
会
文
学
全
集
の
諸
問
題
―
『
外
全
集
』
の
問
題
点
と
課
題
、
一
九
九
六
年
九
月
二
八
日
、
日
本
近
代
文
学
会
　
九
月
例
会
　
於
立
教
大
学
ジ
ャ
ン
ル
論
の
地
平
を
拓
く
―
歴
史
叙
述
の
通
時
的
、
共
時
的
考
察
（
大
塩
平
八
郎
の
乱
の
系
譜
／
一
八
八
一
〈
明
治
一
四
〉
年
・
北
海
道
樺
戸
集
治
監
）、
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
二
八
日
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
学
芸
ジ
ャ
ン
ル
の
編
成
と
再
編
成
を
め
ぐ
っ
て
」〈
第
一
回
歴
史
・
伝
記
・
自
伝
〉
於
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
﹇
パ
ネ
リ
ス
ト：
鈴
木
貞
美
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）、
ウ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
ャ
モ
ニ
ー
（
ド
イ
ツ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
大
学
教
授
）、
山
崎
一
穎
（
跡
見
学
園
女
子
大
学
教
授
）﹈
死
守
す
る
た
め
に
破
壊
せ
よ
―
ジ
ャ
ン
ル
の
越
境
を
目
指
し
て
―
、
二
〇
〇
四
年
六
月
六
日
、
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
夏
季
大
会
、
於
早
稲
田
大
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ：
大
学
に
お
け
る
人
文
学
研
究
を
い
か
に
守
る
か
﹇
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
パ
ネ
リ
ス
ト：
中
西
進
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
長
）、
雨
海
博
洋
（
元
二
松
学
舎
大
学
長
）、
神
作
光
一
（
元
東
洋
大
学
長
）、
北
原
保
雄
（
元
筑
波
大
学
長
）、
山
崎
一
穎
（
跡
見
学
園
女
子
大
学
長
）﹈
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